
環境調査について

（ボールパーク施設課）



1. 調査概要について
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1-1. 周辺の環境について

・ボールパーク予定地であるきたひろしま総合運動公園の事業地は北広島レクリエーションの森から続

く樹林地となっており、交通アクセス向上のため新設する道路の事業地周辺には、国有林やその中に

は特別天然記念物の野幌原始林が存在している。

これらの事業地はいずれも貴重な自然環境が残されている区域となっている。

1-2. 調査の目的について

・きたひろしま総合運動公園および新設する道路の整備にともなう周辺自然環境への影響を把握し、影

響を最小限とする保全対策の検討を目的として調査を実施する。

1-3. 調査の期間について

・平成30年7月25日 ～ 平成31年7月10日

1-4. 調査の箇所について

・きたひろしま総合運動公園および新設する道路2ルートの内、樹林地が残されている区域と保全対象

となる野幌原始林で行う。



1. 調査概要について
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1-4. 調査の箇所について

凡例
環境調査対象エリア
特別天然記念物 野幌原始林



2. 調査内容について

3

2-1. 計画準備について

・調査にあたり、調査区域の一部が国有林および特別天然記念物の野幌原始林であるため、立入許可申

請を行う。

・調査内容および評価方法について、有識者へのヒアリングを行い、調査内容の妥当性を確認する。

・事業地周辺の動植物生息状況に関する既存資料の収集整理を行う。



2. 調査内容について
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2-2. 調査内容について

項 目 時 期 運動公園 アクセス道路 野幌原始林

現地踏査 春(H31)・夏 500×300m 1.8km＋1.0km

コドラート調査 夏 2方形区 6方形区 4方形区

項 目 時 期 運動公園 アクセス道路 野幌原始林

両生類調査
（現地確認法）

春 500×300m 1.8km＋1.0km

昆虫類調査
（任意採集法）

夏 500×300m 1.8km＋1.0km

鳥類調査
（ラインセンサス法）

初夏(H31)・秋 500m 1.8km＋1.0km

鳥類調査
（定点観察）

初夏(H31)・秋 1定点 2定点 6定点

鳥類調査
（クマゲラ痕跡調査）

冬 500×300m
＋周辺50m

1.8km＋1.0km 道路隣接区域
2箇所

植物調査

動物調査



2. 調査内容について

2-3. 植物調査

（1）現地踏査

・調査区域を踏査し、目視により確認された植物を記録する。重要種や特定外来生物等が確認された場

合、位置および生育状況（株数、分布）等を記録する。

・調査は春植物を対象とした春季と多くの植物が開花展葉する夏季に実施する。
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調査範囲

・運動公園（樹林地） 500×300m

・アクセス道路周辺

（共栄南1号線）L=1.8km

（西裏線）L=1.0km

調査時期

・春季（H31） 夏季



2. 調査内容について

2-3. 植物調査

（2）コドラート調査（植生図作成）

・事業地および野幌原始林の植生概況を把握するため、植生図作成と代表植生地におけるコドラート調

査を行う。

植生図作成にあたっては、空中写真を基に概略植生図を作成する。コドラート調査にあわせて現地を

確認し、現状に応じて修正を行う。

コドラート調査は現地踏査および概略植生図を基に、事業地及び野幌原始林を代表する箇所にコド

ラート（20m×20mを基本）を設定し、調査を行う。

・調査はコドラート内に出現する種について、被度および群度を記録する。
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調査範囲

・運動公園（樹林地） 2方形区

・アクセス道路周辺 6方形区

・野幌原始林 4方形区

調査時期

・夏季



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（1）両生類調査

・事業地周辺における両生類の生息状況を把握するため、両生類調査を実施する。

踏査により、両生類を確認した場合、種および位置を記録する。また、両生類の産卵環境が確認され

た場合、水域の状況（水深、大きさ、水温等）を計測する。

・調査は両生類の産卵時期に実施する。
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調査範囲

・運動公園（樹林地） 500×300m

・アクセス道路周辺

（共栄南1号線）L=1.8km

（西裏線）L=1.0km

調査時期

・春季（H31）



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（2）昆虫類調査

・事業地周辺に生息する昆虫類相を把握するため、昆虫類調査を実施する。

調査は任意採集法により行い、調査地を踏査により目撃した種を記録する目撃法等により行い、重要

種を確認した場合、確認状況（位置・個体数など）を記録する。

・調査は昆虫の活動が活発になる夏季に実施する。
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調査範囲

・運動公園（樹林地） 500×300m

・アクセス道路周辺

（共栄南1号線）L=1.8km

（西裏線）L=1.0km

調査時期

・夏季



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（2）昆虫類調査

・目撃法 … 踏査により目撃した種を記録する。

・スウィーピング法 … 草地を掃くように網を振って採取する。

・ビーティング法 … 樹木の枝をたたいて昆虫類を網に落とす。

・石おこし
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スウィーピング ビーティング 石おこし

出典：平成28年度版 河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル[河川版]（陸上昆虫調査編）



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（3）鳥類調査

・事業地周辺の鳥類の生息状況を把握するため、鳥類調査を実施する。

鳥類調査はラインセンサス法および定点観察法により行うが、調査地が希少種であるクマゲラの生息

環境となっているため、クマゲラの営巣木、食痕等の痕跡についても記録する。

・調査は鳥類の繁殖期で、さえずりにより種の確認が容易となる初夏、渡り時期である秋季に実施する。
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調査範囲

ラインセンサス

・運動公園（樹林地） 500m

・アクセス道路周辺 （共栄南1号線）L=1.8km （西裏線）L=1.0km

定点観察

・運動公園（樹林地） 1定点

・アクセス道路周辺 2定点

・野幌原始林 6定点

調査時期

・初夏（Ｈ31） 秋季



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（3）鳥類調査

①ラインセンサス法

・歩きながら調査定線（センサスライン）周辺に出現する鳥類の姿または鳴き声によって種、個体数お

よび位置を確認する方法。調査定線は地形、植生等を考慮し、調査区域内を把握できるよう設定し、

設定した調査定線上を、ゆっくりした速さ（時速1.5～2.5km程度）で歩きながら約7～10倍の双眼

鏡を用いて観察を行う。
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ラインセンサス法

出典：平成18年度版 河川水辺の国勢調査基本調マニュアル[ダム湖編]（鳥類調査編）



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（3）鳥類調査

②定点観察法

・調査定点にとどまり周辺の鳥類を確認する方法。調査地区の主要な環境を観察できるように調査箇所

を設置し、観察半径は50mを基本とする。約7～10倍の双眼鏡および20～30倍の望遠鏡を用いて観

察する。調査時間は、1調査箇所につき30分程度とする。また、鳴き返しを期待し、フクロウ等の鳴

き声をスピーカーから流して調査する夜間調査を行う。
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定点観察法

出典：平成18年度版 河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル[ダム湖版]（鳥類調査編）



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（3）鳥類調査

③クマゲラ痕跡調査

・事業地周辺および野幌原始林における、クマゲラの痕跡（巣、食痕）調査を行う。踏査を行い、クマ

ゲラの痕跡（巣、食痕）が確認された場合、位置や状況を記録する。オオタカ・ハイタカなどの猛禽

類の皿巣についても調査し、希少猛禽類の巣が確認された場合は位置を記録する。営巣木が確認され

た場合には、糞や残渣等を確認する。
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調査範囲

・運動公園（樹林地） 500×300m＋周辺50m

・アクセス道路周辺

（共栄南1号線）L=1.8km （西裏線）L=1.0km

・野幌原始林（道路に隣接した2区域）

調査時期

・冬（落葉時）



2. 調査内容について

2-4. 動物調査

（3）鳥類調査

④重要種繁殖状況調査（クマゲラ、猛禽類重要種に繁殖の兆候がみられた場合）

・調査は定点観察（営巣木）を基本とし、適宜調査定点を移動しながら観察する。対象重要種の営巣木

と行動圏が視認できる場所で観察を行い、個体の位置、雌雄の別、個体の特徴、行動内容等を記録す

る。抱卵～巣内育雛期の調査は、つがいへの調査圧を避けるため、車中からの観察を基本とし、巣へ

の接近は避ける。また、警戒を与えないよう、連続観察を避ける。

14

調査範囲

・運動公園（樹林地） 500×300m＋周辺50ｍ

・アクセス道路周辺

（共栄南1号線）L=1.8km （西裏線）L=1.0km

・野幌原始林（道路に隣接した2区域）

調査時期

・春季（4～7月 各月）



2. 調査内容について

2-5. 予測評価および保全対策の検討

・現地調査の結果をとりまとめ、事業実施による周辺自然環境への影響を予測評価し、保全が必要とな

る場合、対策（影響回避策、影響低減策、代償措置策 等）を検討する。

野幌原始林と事業地の環境を比較評価し、道路整備による原始林への影響の有無をについても評価す

る。

調査結果の評価および保全対策については、有識者から助言を受け、予測評価および保全対策の見直

しを行う。
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3. 調査状況について

16

3-1. 調査経過について

項 目 時 期 運動公園 アクセス道路 野幌原始林

現地踏査 春(H31)・夏 500×300m 1.8km＋1.0km

コドラート調査 夏 2方形区 6方形区 4方形区

項 目 時 期 運動公園 アクセス道路 野幌原始林

両生類調査
（現地確認法）

春 500×300m 1.8km＋1.0km

昆虫類調査
（任意採集法）

夏 500×300m 1.8km＋1.0km

鳥類調査
（ラインセンサス法）

初夏(H31)・夏・秋 500m 1.8km＋1.0km

鳥類調査
（定点観察）

初夏(H31)・夏・秋 1定点 2定点 6定点

鳥類調査
（クマゲラ痕跡調査）

冬 500×300m
＋周辺50m

1.8km＋1.0km 道路隣接区域
2箇所

植物調査

動物調査

※緑字は今後実施
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3-2. 調査地の状況について

（調査日 平成30年8月3日～平成30年8月6日）

西裏線計画地共栄南1号線計画地 運動公園計画地

3. 調査状況について



4. 調査結果（速報）について

4-1. 調査結果（速報）について

（調査日 平成30年8月3日～平成30年8月6日）

上記重要種 ： 環境省レッドリスト、北海道レッドリスト、北海道レッドデータブック掲載種
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